NEC Express 5800シリ-ズ 
モジュールエンクロージャ 



八ードウエア編 


本装置のハードウェアについて説明します。 


各部の名称と機能 （2 ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （9 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所やラックへの取り付け手順、背面コネクタへの接 
続について説明しています。 

基本的な操作 （19 ページ） 

電源の ON や OFF の方法、およびモジュラーサーバのセット方法などについて 
説明しています。 

モジュラーサーバおよびオプションの取り付け （22 ページ） 

別売のモジュラーサーバおよびオプションを取り付けるときにご覧ください。 
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2 各部の名称と機能 


各部の名称と機能 

本装置の各部の名称を次に示します。 


装置前面 




VI 型番 
製品名 


► N 814 1-49 XXXXXXX ， 

•►モジュールエンクロージャ （ Iway ) 

1111111111111111111111111111111111111111 亡 


-製造番号 


(1) 八ンドル（左右に1個ずつ） 

ラックがらの引き出しやラックへ収納するときに 
持つ部分です。 

(2) モジュラーサーバ 

N 8100-1635 Y Express 5800 / El 1 0 b - M を本体 
ス□ット左詰めで搭載します。 

(3) スライドタグ 

製品型名、シリアル番号を記載したラペルが貼り 
付けられています。 

(4) ブランクパネル 

N 8141-50 ブランクパネルは、モジュラーサー 
パを搭載しない全ての本体ス□ットに取り付けま 
す。 


(5) ス □ット ラベル 

本体の左側より1-10、11 -2 ◦でナンバリングさ 
れています。 

標準構成では1 -1 0までのス□ットをサポートし 
ています。 

1 1-20 スロットについては、別売のオプション 
N 8181 -75 増設用ファンボックスを装置背面の 
FAN 3、 FAN 4 スロットへ搭載することでス□ツ 
卜拡張が可能になります。 


ブランクパネルを取り付けない状 
態で運用すると、モジュラーサーバ 
の冷却が不十分となり、モジュラー 
サーバが正常に動作しないばかり 
か故障することがあります。 
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装置背面 



(1) ラックインナーレール 

ラック搭載用のレールです。本体に添付のアウ 
ター レールをラックに取り付け後、本イン ナー 
レールをアウターレールに差し込むようにして本 
体をラックに搭載します。 

(2) フアンボックス巳2スロット 

装置正面 11-20 ス□ットへ搭載されたモジュラー 
サーバを)令却するためのファンボックススロット 
です。 

標準構成時には、プランクカバーが取り付けられ 
ています。別売のオプション N 8181 -75 増設用 
ファンボックスを搭載する場合は、ブランクカ 
バーを取り外してから行ってください。 

(3) フアンボックス巳1スロット 

装置正面 11-20 ス□ットへ搭載されたモジュラー 
サーバを冷却するためのファンボックススロット 
です 

標準構成時には、プランクカバーが取り付けられ 
ています。別売のオプション N 8181 -75 増設用 
ファンボックスを搭載する場合は、プランクカ 
バーを取り外してから行ってください。 

(4) フアンボックス A2 スロット 

装置正面 1-10 ス□ットへ搭載されたモジュラー 
サーバを)令却するためのファンボックススロット 
です。標準構成にて、ファンボックスを搭載して 
います。 


(5) フアンボックス A1 ス□ット 

装置正面 1-10 スロットへ搭載されたモジュラー 
サーバを)令却するためのファンボックススロット 
です。 

標準構成にて、ファンボックスを搭載していま 
す。 


ファンボックス内には前後2つの 
ファン本体があります。一方のファ 
ンが故障停止してももう一方の 
ファンが高速回転しモジュラー 
サーバの運用を続けることができ 
ます。 

また、スロット A 1 と A 2、 スロット 
B 1 と B 2 の両ファンボックスが互 
いに冗長機能をもつため、ファン本 
体が故障しているファンボックス 
だけでなく、相方のファンボックス 
も高速回転します。 

これにより、装置正面スロットへ搭 
載されたモジュラーサーバの運用 
が安定して続けられます。 

なお、故障したファンボックスはシ 
ステ厶を停止することなく、ホット 
スワップ（電源 ON のまま）で交換 
できます。 

































4 各部の名称と機能 


(6) LAN ポード固定ネジ 


LAN ポードを取り外す際に緩めます。 


LAN ボードには、 DC 12 ▽給電コネクタ、マネー 
ジメント LAN ポート、サーバ LAN ポートが含ま 
れます。 


LAN ポード固定ネジは保守交換す 
る際以外に緩めないでください。 
LAN ポードの故障かな？と思われ 
る際は、お買い求めの販売店、また 
は保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 


(7) DC 12 V 給電コネクタ 

本体の動作電源 （ DC 12 V ) を受電するコネクタ 
です 

本装置には電源スイッチがありません。別売の才 
プシヨン N 81 42-36 EcoPowerGateway から給 
電を受けることにより電源〇 N 状態になります。 


接続は、別売のオプシヨン N 81 42- 
36 EcoPowerGateway と専用の 
ケーブル K 410 -2 13 DC 電源ケー 
ブルで行ってください。 

また、接続する前に N 8 142-36 
EcoPowerGateway 側の DC 出力 
スイッチが OFF になっていること 
を必ず確認してください。 

N 8 142-36 EcoPowerGateway 
の DC 出カスイッチを ON し、電源 
供給が開始されましたら、 K 410- 
213 DC 電源ケーブルには高電流 
が流れています。絶対に触らないで 
ください。 

K 410-213 DC 電源ケーブルは 
ホットスワップ（電源 ON のまま） 
に対応していません。本体との接続 
を切り離す場合は、必ず N 8142- 
36 EcoPowerGateway 側の DC 
出カスイッチを OFF にしてから 
行ってください。 


(8) LAN ポー ドイジ ェクトレバー 

LAN ボードを取り外す際は、 （6) の固定ネジを緩 
めた後、本レバーを手前に開きます。 

LAN ボードには、 DC 12 ▽給電コネクタ、マネー 
ジメント LAN ポート、サーバ LAN ポートが含ま 
れます。 


詞 -O LAN ポー ドイジェクトレバーは保 
守交換する際以外に操作しないで 
ください。 

LAN ポードの故障かな？と思われ 
る際は、お買い求めの販売店、また 
は保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 


(9) 管理用ポート 

1 00 BASE - TX /10 BASE-T 対応の Ether コネクタ 
です。 

(10) 管理用ポート Speed ランプ 

管理用 LAN の転送速度を示すランプです 
(—7 ページ)。 

(11) 管理用ポート LINK / ACT ランプ 

管理用 LAN のアクセス状態を示すランプです 
(—7 ページ)。 

( 1 2) モジ ュラーサーノ （LAN ポー ト A 

装置正面に搭載したモジュラーサーバの LAN ポー 
卜 A です 

装置背面の右側から 1 A 、2 A 、3 A 、 …、 20 A とな 
り、装置正面のスロット1に搭載されたモジュ 
ラーサーバの LAN ポー ト A が1 A です。 

(13) モジュラーサーバ LAN ポー ト巳 

装置正面に搭載したモジュラーサーバの LAN ポー 
卜 B です。 

装置背面の右側から IB 、2 B 、3 B 、 …、 20 B とな 
り、装置正面のスロット1に搭載されたモジュ 
ラーサーバの LAN ポー ト B が1 B です。 

(14) LAN コネクタ（ポート A ) 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1 000 BASE - T /100 BASE - TX /1 〇 BASE-T 対応の 
Ether コネクタです。モジュラーサーバの LAN 
ポート A に対応しています。 

(15) LINK / ACT ランプ（緑色） 

LAN のアクセス状態を示すランプです 
(—7 ページ)。 

(16) SPEED / UID ランプ（アンバ色） 

LAN の転送速度を示すランプです （—7 ページ)。 
また、モジュラーサーバの UID スイッチを押した 
ときに点灯します （—7 ページ)。 

(17) LAN コネクタ（ポート B ) 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1 000 BASE - T /100 BASE - TX /1 〇 BASE-T 対応の 
Ether コネクタです。モジュラーサーバの LAN 
ポート B に対応しています。 

(18) LINK / ACT ランプ（緑色） 

LAN のアクセス状態を示すランプです 
(—7 ページ)。 

(19) SPEED / LHD ランプ（アンバ色） 

LAN の転送速度を示すランプです （—7 ページ)。 
また、モジュラーサーバの UID スイッチを押した 
ときに点灯します （—7 ページ)。 

(20) ファンポックス固定ネジ 

ファンボックスを取り外す際に緩めます。 

(21) ファンボックス八ンドル 

ファンボックスを取り外す際は、 （20) の固定ネジ 
を緩めた後、本ハンドルへ指をかけ、手前に引き 
抜きます。 


(22) ファンポックス STATUS ランプ 

ファンボックスのステータスを示すランプです 
(—6 ページ)。 
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本体正面 


本体正面 



(1) ラックインナーレール 

ラック搭載用のレールです。本体に添付のアウ 
ターレールをラックに取り付け後、本イン ナー 
レールをアウターレールに差し込むようにして本 
体をラックに搭載します。 


(2) 取っ手 

本体両側面の後方2箇所にあり、装置を持ち上げ 
て移動する際や、ラックに搭載する際に手をかけ 
ることができます。 

あわせて本体前方の底面に手をかけることにより 
容易に持ち運び作業がおこなえます。 


搬送 • 設置をするときは3人以上で 
行ってください。また、その際、指 
を挟んだり、切ったりしないよう十 
分注意してください。 


装置側面 


に本で 
構らが 
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6 各部の名称と機能 


ランプ表示 


本装置のランプとその意味は次のとおりです。 

フアンボックス STATUS ランプ （▲) 

ファンボックスが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯します。 STATUS ラ 
ンプがアンバー色に点灯/点滅しているときはファンになんらかの異常が起きたことを示し 


よ4 〇 

STATUS ランプが消灯しているときは、ファンが正常停止していることを示します。 
次に STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 


ESMPRO をインストールしておくとエラー□グを参照することで故障 
の原因を確認することができます。 

一旦電源を OFF にして再起動するときに、 0S からシャットダウン処理 
ができる場合はシャットダウン処理をして再起動してください。 

シャットダウン処理ができない場合は、N81 42-36 EcoPowerGateway 
の DC 出カスイッチを強制電源 OFF/ON して再起動させてください。 
絶対にN81 42-36 EcoPowerGateway の DC 出カスイッチを OFF し 
ないまま、 K 410 -21 3 DC 電源ケーブルを抜き差ししないでくださし、。 
K 410 -2 13 DC 電源ケーブルはホットスワップ（電源 0N のまま）に対 
応していません。 



STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

— 

消灯 

本体の電源が〇 FR こなっている。 

N 81 42-36 EcoPowerGateway の 

DC 出カスイッチを〇 N してくださ 
い0 

装置正面 
も搭載さ 

Pm 

'にモジュラーサーバが1枚 
れていない。 

FAN _ A 1、 FAN _ A 2 のファ 
ンボックスは、装置正面の 

I- 10 スロットにモジュ 
ラー サーバが1枚以上搭 
載されると動作します。 
FAN _ B 1、 FAN _ B 2 のファ 
ンボックスは、装置正面の 

II - 20 スロットにモジュ 
ラー サーバが1枚以上搭 
載されると動作します。 

FAN _ A 1、 FAN _ A 2 の場合は、装置 
正面の 1-10 ス□ットにモジュラー 
サーバを搭載します。 

FAN _ B 1、 FAN _ B 2 の場合は、装置 
正面の 11-20 ス□ットにモジュラー 
サーバを搭載します。 

アンバー色に点灯 

ファンボックス内のファン回転数の 
ステータスが認識できない。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 

ファンボックス内のファン回転数が 
異常であることを検出した。 

ファンボックス内のファンが故障停 
止した。 
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LAN コネクタのランプ 



C 零 



LINK / ACT ランプ 



Speed ランプ 
もしくは 
UID ランプ 



LINK / ACT ランプ Speed ランプ 


運用ポート 


管理用ポート 


• LINK/ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体とハブに電力が供給され 
ていて、かつ正常に接続されている間、緑色に点灯します （ LINK )。 ネットワークポート 
が送受信を行っているときに緑色に点滅します （ ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの 
接続状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク （ LAN ) 
コント□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

• SPEED ランプ / UID ランプ 

運用ポートは下記の2つの役割を行います。通常は Speed ランプとして動作、 UID スイッ 
チが押されている場合に限り、 UID ランプとして機能します。管理用ポートは Speed ラン 
プのみの機能となります。 

(1) Speed ランプ 

このランプは、ネツトワークポートの通信モードがどのネツトワークインタフエー 
スで動作されているかを示します。 


- 通常の運用で使用されている2つの LAN ポート A /巳は、1000 BASE - T と 
1 00 BASE - TX 、 1〇 BASE - T をサボートしてし）ます。 

アンバー色に点灯しているときは、1000 BASE - T で動作されていることを示 
します。 

緑色に点灯しているときは、100 BASE - TX で動作されていることを示しま 
す0 

消灯しているときは、 10 BASE - T で動作されていることを示します。 

— 管理用ポートは、 100 BASE - TX と 10 BASE - T をサポートしてし、ます。 

緑色に点灯しているときは、100 BASE - TX で動作されていることを示しま 
す0 

消灯しているときは、 10 BASE - T で動作されていることを示します。 






















8 各部の名称と機能 


(2) UID ランプ 

このランプは本装置に複数台のモジュラーサーバを搭載しているときに、モジュ 
ラーサーバの UID スイッチを押すとモジュラーサーバ正面の UID ランプとともに、 

本装置背面の LAN ポート A/B の Speed ランプ部が緑色とアンバー色の交互に点滅 
します。 

これにより保守しようとしているモジュラーサーバと接続している LAN ケーブルを 
特定することができます。 

UID ランプを消灯させるには、モジュラーサーバの UID スイッチを再度、押してく 
ださい。 

詳しくは、モジュラーサーバ （ Exp 「 ess5800/E110b-M ) のユーザーズガイドを 
参照してください。 


リモート管理ソフトウェアなどからもランプを点灯させることができます。 
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設置と接続 

本体のラック搭載設置や接続について説明します。 



本装置は El A 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 

ラックの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い 
合わせくださしへ。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 


A A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
るまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 Mi ページ以降の説明をご覧くださ 
い。 

參指定以外の場所で使用しない 
• アース線をガス管につながない 


A 注意 


A A 

G 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 2人以下で搬送 • 設置をしない 

• 荷重が集中してしまうような設置はしない 

• 1人で部品の取り付けをしない•ラック用ドアのヒンジのピンを確認する 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

• 定格電源を超える配線をしない 

• 腐食性ガスの発生する環境で使用しない 


次の条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所にラックを設 
置したり、ラックに本体を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き出せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所0 

• 温度変化の激しい場所（暖房機、エアコン、冷蔵庫などの近く）。 

• 強い振動の発生する場所。 














10 設置と接続 


• 腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど）の 
存在する場所。また、ほこりや空気中に腐食を促進する成分（塩化ナトリウムや硫黄な 
ど）や導電性の金属などが含まれている場所。 

• 薬品類の近くや薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止加工が施されていないじゅラたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所0 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください)。 

• 本装置の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共用しているコ 
ンセントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで〇 N /0 FF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置の近く （電源ノイズを発生する装置の近くに設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください)。 



ラック内部の温度上昇とエアフローについて 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気が不十分だったりすると、 
ラック内部の温度が各装置から発する熱によって上昇し、本装置の動作保証温 
度 （10° C 〜 40° C ) を超え、誤動作をしてしまうおそれがあります。運用中に 
ラック内部の温度が保障範囲を超えないようラック内部、および室内のエアフ 
□一について十分な検討と対策をしてください。 

本装置では、前面から吸気し、背面へ排気します。 


ラックへの取り付け/ラックからの取り外し 

本装置をラックに取り付けます（取り外し手順についても説明しています)。 



警告 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 規定^^のラックで使用しない 

• 指定以外の場所で使用しない 


A 注意 


A\A\ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 2人以下で持ち上げない 

參 カバーを外したまま取り付けしない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 
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取り付け手順 


本装置は弊社製および他社ラックに取り付けることができます。次の手順でラックへ取り付 
けます。 


• ラック搭載前の準備 

スライドレールは、本体に固定される 
インナーレールとラック側に固定され 
るアウターレールとに分かれます。そ 
こで、アウターレールは 一旦 取り外し 
た状態にしておきます。 


左側用2本 


右側用2本 


アウターレールの 取り付け 

アウターレールの四角い突起を、19型 
ラックの角穴に入れて取り付けます。 
この時に「カチッ」と音がして、□ッ 
クされたことを確認してください。 

右図は右側（前面）を示していますが、 
右側（背面）、左側（前面/背面）も同 
様に取り付けてください。 

アウターレールを取り付ける際は、左 
右のアウターレールが同じ高さになる 
ことを確認してください。 





I チェック] 


アウターレールが確実にロックされて脱落しないことを確認してくださし、 


ラックへの取り付け位置は、右図 
のよラに 3 U 幅内の左右2箇所へ 
1 U 置きに取り付けてください。 


-3 U 



前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はありません。 


本装置には計4本のスライドレールがありますが、アウターレールとインナー 
レールの組み合わせは、必ず納品時と同じになるように設置してください。 


f ―—ノ 

u UU 
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• 本体の取り付け 


A 注意 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 2人以下で持ち上げない 

• 指を挟まない 


1. 左右のアウターレールのスライド 
レール（ベアリング部）を手前に 
引ぎ出す。 



2. 3人以上で本装置をしっかりと 
持ってラックへ取り付ける。 

左右のアウターレール 4 本に本装 
置側面のインナーレールを確実に 
差し込んでからゆっくりと静かに 
押し込みます。 


完全に装置を押し込むと装置前面 
のロックがかかり、装置を固定で 
きます。 



n 


• レールに指を挟まないよう十分注意してください。 

• 差し込む時、インナーレールの両側をまつすぐ挿入してください。 

• 設置時は、左右の八ンドルおよび取っ手を持ってゆっくりと確認しなが 
ら取り付けてください。 



初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないため押し込むときに強い 
摩擦を感じることがありますが、製品に支障はありません。 


3. 本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付ける際は、他装置と本装置の 
I ?エック I 筐体が干渉していないことを確認してください。もし干渉している場合は、他装 
置と干渉しないよう調整してアウターレールを取り付け直してください。 
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取り外し手順 

次の手順で本体をラックから取り外します。取り外しは 3 人以上で行ってください。なお、 
その際モジュラーサーバを全て取り外した状態で行うことをお勧めします。 


△注意 

AA 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 指を挟まない 

參 ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 


• ぞ下注音 

• 装置を引き出した状態にしない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックから引き出さない 

• 2人以下で持ち上げない 


1 . 本装置の電源が OFF になっていることを確認してから、本装置に接続している DC 
電源ケーブルやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 



本装置の電源を OFF するには、接続しているN81 42-36 EcoPowerGateway 
側の DC 出カスイッチを OFF にします。 


本装置の電源 OFF を確認するために、接続している N 8142-36 EcoPower 
If エック | Gateway 側の DC 出カランプが消灯していることを確認します。 


2. 本装置前面の左右にある□ツク解 
除ボタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 


出す。 



ボタンを押すとロック 
が解除できます。 
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3. 本装置の左右八ンドルを持って引 
き出すと落下防止□ック機構によ 
り一旦停止します。解除ポタンを 
押しながら本体を弓 I くことによ 
り、最後まで引き出すことができ 
ます。 



pai 落下防止ロックは、本体の右側面にのみあります。 

Irm 


4. 本装置をしっかりと持ってラックから取り外す。 


• 3名以上で装置の底面を支えながらゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部から荷重をかけないで 
ください。装置が落下するおそれがあり、危険です。 

• レールに指を挟まないよう十分注意してください。 


5. アウターレールをラックから取り 
外す場合はレノ（一を押しながら 
レールを矢印方向に引いて外して 
ください。 
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エンクロージャにモジュラーサーバおよび EcoPowerGateway 、 増設用ファンボックス、 
LAN ケーブルを接続します。エンクロージャには正面に最大20台のモジュラーサーバを搭載 
するス□ットが用意されています。 

また、背面にはファンボックスを搭載するス□ットや EcoPowerGateway から DC 12 V を受 
電するコネクタや、モジュラーサーバの LAN ポートが用意されています。次ページの図は標 
準の状態で接続できるモジュラーサーバとファンボックスの位置、ケーブルの接続位置を示 
しま S 。 


■-0 自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設定、サーバスイッチ 
ユニットへの接続 • 設定などシステム構成に関する要求がございましたら、保 
守サービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）にお知らせください。 



警告 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


△注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定以外のコンセントに差し込まない 


• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

參 

指定以外の電源コードを使わない 


參 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 
い 

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 


參 
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本体正面 


モジュラーサーバ ブランクパネル 


こ 


スロット1 

がら搭載 


空ス□ットにすべて実装 


iWHiiinnii! 1111111111 

—一 ■ _ •_■ _ _■ —■ ——一 ■ ——•一 ■ I _•一 ■ _•一 ■ _•一—•一 ■ 一一•一 ■ — 


_ 

* /I * 

■ --「ス□ット2〇 
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本体背面 


N 8181 -75 増設用 標準構成時の 

フアンボックス （2 個）--ブランクカバー （2 個） 




LAN 上のネットワーク 
システム（ハブ（マル 
チポートリビータ）を 
介して接続されます） 



LAN 上のネットワーク 
システム（ハブ（マル 
チポートリピータ）を 
介して接続されます） 
(管理用） 


♦ 

N 81 42-36 

EcoPowerGatewayCD 
DC 出カポート （ DC 電源 
ケーブル ( K 410-213) を 


用いて接続します） 
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SUV ケーブル 

本エンクロージャには、標準で SUV ケーブルが添付されています。モジュラーサーバの SUV 
コネクタへ接続してください。 SUV ケーブルの先には、 USB とシリアルインタフェース、モ 
ニタ接続用コネクタが用意されています。接続は以下のよラに行ってください。 


ディスプレイ装置 


I 



注1 ) USB ポートは2ポートをサポートします。必要に応じて USB ハブ製品をご使用くださ 
し、 USB ハブはセルフパワー仕様の製品をお使いください。 

注 2) USB ポートに、別売のオプシヨン N 81 60-64 および N 81 60-85 外付 DVD - ROM を接続 
する場合は、最大1台までとします。 


サードノ〈ーティの周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場 
合は、お買い求めの販売店でそれらの装置が本装置で使用できることを 
あらかじめ確認してください。サードノ\°ーティの装置の中には本装置で 
使用できないものがあります。 

回線に接続する場合は、設定機関に申請済みのポードを使用してくださ 
し、0 


本体背面に接続します LAN ケーブルや電源ケーブル等は、泠却ファンの排気□を塞がないよ 
う、ラック内に配線してください。 


• フアンボックスの後方を塞ぐと、本体内に搭載されたモジュラーサーバ 
の冷却が十分に行えずモジュラーサーバが正常に動作しない場合があり 
ます。 

• フアンポックスの後方を塞ぐと、フアンポックスの保守や増設が行えな 
い場合があります。 


^ LAN ケープルは、コネクタカバー（ブーツ）のないケーブルを使用します。 

I ?エック1 コネクタカバー（ブーツ）付きの LAN ケーブルを用いますと、 LAN ポート A と 
LAN ポート B に接続するコネクタ同士が干渉し接続できません。 


PaI LAN ケーブルや電源ケーブルは、別売のオプシヨン N 8141-53 ケーブリング 

IrETfl キット（リア）や N 8141 -54 ケーブリングキット（フロント）を用いて固定す 
ることをお勧めします。ラックへの配線が容易に行えます。 


wO ケーブルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当たらないようフォー 
ミングしてください。 
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基本的な操作 

基本的な操作の方法について説明します。 


電源の ON 


本体の電源は、接続している N 81 42-36 EcoPowerGateway の DC 出カスイツチを押すと 
〇 N の状態になります。次の順序で電源を〇 N にします。 


1. DC 電源ケーブルの接続を確認する。 

ケーブル側のコネクタには□ック機構があります。 
完全にロックされていることを確認してください。 


エンクロージャの背面 


EcoPowerGatewayCD^ca 




K 410-213 DC 電源ケーブル 




- uuIN fzvl 


挿入は最後までしっかり押し 
込み、カチッと音がすること 
を確認してください。 

抜く際は、矢印部分を指で挟 
み込むように押すとロックが 
外れます。 


胃"〇 DC 電源ケーブルのロックが不十分な場合、本体が正常に動作しないばかりか 
漏電やスパークによる感電や八ードウエア故障の恐れがあります。 


2. 接続している N 81 42-36 EcoPowerGateway の DC 出カスイッチを最後まで 
しっかり押す。 

その後、 DC 出カランプが緑色に点灯したことを確認してください。 
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DC 出カスイッチ 


DC 出カポートは計4ポ_卜あり 
各ポート毎に本スイッチがあります。 
また、本スイッチはラッチ式ボタン 
スイツチです。 

出力〇 N :奥に引っ込んだ状態 
出力〇 FF :手前に出た状態 


EcoPowerGatewayCD^cffi 



DC 出カランプ 


DC 出力中は緑色に点灯します。 
出力 0 N :緑色点灯 
出力〇 FF :消灯 


胃-〇 DC 出力中は、絶対に電源ケーブルの挿抜を行わないでください。 

DC 電源ケーブル、およびエンクロージャと EcoPowerGateway の出カポー 
トコネクタは活線挿抜に対応しておりません。 
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電源の OFF 


次の順序で電源を〇 FR こします。 

1. 搭載している全てのモジュラーサーバをシャツトダウンする。 

(詳細は モジュラーサーバのユーザーズ ガイドをご参照ください。） 

2. 搭載している全てのモジュラーサーバの POWER/SLEEP ランプが消灯したことを 
確認する。 

3. 接続している EcoPowerGateway 側の DC 出カスイツチを OFF にする。 
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モジュラーサーバおよびオプシヨ 
ンの取り付け 

本体に搭載しますモジュラーサーバおよびオプションの取り付け方法や、その際の注意事項 
について記載しています。 

• N 8100 -1635 Y モジュラーサーバ ( Express 5800/ E 1 1 0 b - M ) 

• N 8181 -75 増設用フアンボックス 

• N 8141 -53 ケープリングキット（リア） 

• N 8141-54 ケープリングキット（フロント） 

• N 8141 -50 ブランクパネル 

• K 410-213 (0 A ) DC 電源ケーブル （60 cm ) 

• K 410-213 ( OB ) DC 電源ケーブル （90 cm ) 



• オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
的な知識を持つた保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを依 
頼するようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは弊社が指定する部品を使用してください。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります。 


安全上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくださ 
い。 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。 

自分で分解 • 修理 • 改造はしない 
電源ケーブルを差し込んだまま取り扱わない 
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A 注意 

A A 

^\A\ 

AQ 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 主胃 

• 装置を引き出した状態にしない 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 

• 2人以下で持ち上げない 
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静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は静 
電気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するよラにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

一静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

一取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- 各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

一部品を保管 • 運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。ラックから本体を取り外す必要は 
ありませんが、もし取り外す場合はかならず 3 人以上で行つてください。 


△注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 

落下注意 

• 

装置を引き出した状態にしない 


參 

指を挟まない 


• 

2人以下で持ち上げない 


胃 -0 • DC 電源ケーブルを本体から取り外した後、約5秒ほど待ってから作業を 

続けてください。 DC 電源ケーブルを取り外してから3〜4秒ほどの間、 
搭載しているモジュラーサーバや本体のバックプレーン上などの部品は 
動作を続けている場合があります。動作が完全に停止してから作業を続 
けてください。 

• 本体をラックから取り外した場合は、じょうぶで平らな机の上に置いて 
<ださい。 


本体をラックから取り外す場合は、引き出したままで放置せず、必ず 
ラックからの取り外しを最後まで行ってください。 
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取り付け/取り外しの手順 


次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをします。 

N81 00-1 635Y モジユラーサーノ （ (Express 5800/ 

El 1 Ob-M) 

本体には標準構成時で最大10枚の、また N 8181 -75 増設用ファンボックスをオプション搭載 
した時には最大20枚のモジュラーサーバを搭載することができます。 


1. まず最初にモジュラーサーバを搭載するス □ッ トを決める。 

本体の標準構成時には下図のス□ット 1-10 までを)令却するファンボックスが背面 
に標準搭載されていますが、ス□ット1 1-20 までを)令却するファンボックスにはブ 
ランクカバーが装着されています。 

よって、スロット11以降に搭載する場合は、 N 8181-75 増設用ファンボックスを 
事前に増設してください。 


標準構成時に搭載可能 


ファンボックス増設時に搭載可能 


1 r 


I 


iiiiniinniiiiiiiiiun 

pi 


: int 


矢印の方向から見た図 


m 




モジュラーサーバは特別な理由がある場合を除き、ス□ット番号の小さい順に左詰めで搭載してく 
ださい。 



本体の冷却ファンの監視や制御は、搭載している全てのモジュラーサー 
バから行えますが、小さいスロット番号へ搭載したモジュラーサーバか 
らの制御が優先されます。 
























ハードウェア編 27 


2. 搭載するス□ットが決まったら、モジュラーサーバをガイドレールにあわせ押し込 
み、□ックレバーにて本体に固定する。 

①最初にモジュラーサーバのロックレバーは手前に開いた状態にしておきます。 



② モジュラーサーバをガイドレールにあわせ、奥までしっかりと押し込みます。 

③ ロックレバーを引き上げます。 

④ 手ネジで固定します。 



ただし、本レバーには、イジェクト機能はありません。モジュラーサーバを本 
体から外す場合は、手ネジを持って手前に引き抜いてください。 


また、手ネジはモジュラーサ ー / ゞ 搭載時には必ず固定してください。 

手ネジを固定せずレバーが手前に倒れた状態でも、直ぐにモジュラーサーバが 
本体から抜けることはありませんが、誤操作防止のため、必ず固定することを 
お勧めします。 


3. 取り外す場合は、モジュラーサーバのシャットダウン（電源オフ）後、前記逆の手 
順で行う。 
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N 8181-75 増設用フアンボックス 


本体には標準構成時で2台のファンボックスを FAN _ A 1、 FAN _ A 2 ス□ットへ搭載していま 
す。これは本体正面のスロット 1-10 へ搭載されたモジュラーサーバの泠却用であり、ス□ッ 
卜 11-20 へモジュラーサーバを搭載する場合は、 FAN _ B 1、 FAN _ B 2 スロットへ別売のオプ 
シヨン N 8181 -75 増設用ファンボックスを搭載する必要があります。 

1. まず最初に、 N 81 81-75 増設用フアンボックスのご購入により、フアンボックス 
2台の準備を確認する。 


Pee 


1つの N 8181 -75 増設用ファンボックスには、2台のファンボックスが含まれ 
ています。 

ご購入の際は、余分に手配されませんようご注意ください。 


2. 本体の標準構成時には FAN _ B 1、 FAN _ B 2 ス□ットへブランクカバーが取り付け 
られている。 

ファンボックスを搭載する前に、ブランクカバーを取り外してください。 


FAN A2 


FAN A1 



慕 n 

_# 一 •奉攀春 

へ:.：•••••••••••'、、：. . 




nr •爾 | 


m 


ネジを緩め、プランクカバーを手前に引き抜いてください。 


外したブランクカバーは大事に保管してください。 

もし後日必要となった場合でも追加で購入することができません。 


3. N 8181 -75 増設用フアンボックスで準備した2台のフアンボックスを FAN _ B 1, 
FAN _ 巳2ス□ットへ搭載し、ネジで固定する。 


FAN B1 


FAN B2 


m m m m IP 

删攀禪麵 i 

j ♦ 咱 ― O ii 參 i0 南—罅き 1 c ••• 拳 ‘ j ♦ 讀 — O 


j:"]l 


ネジで固定してください。 


4. 取り外す場合は、前記逆の手順で行う。 
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N 8141-53 ケーブリングキット（リア） 

本体の背面に接続される LAN ケーブルや電源ケーブルをラック内に配線する際には、本ケー 
プリングキットの活用をお勧めします。 

本ケープリングキットを活用することにより、本体背面のファン排気□を塞ぐことなく、容 
易に LAN ケーブルや電源ケーブルを配線することができます。 


ラック内のケーブル配線により、ファン排気口を塞がないでください。 

Bto 保守時にファンボックスの交換ができないばかりでなく、本体に搭載のモジュ 
ラーサーバの冷却が十分に行えず、モジュラーサーバが正常に動作しないこと 
があります。 


1. N 8141-53 ケープリングキット（リア）の構成品を確認する。 


ケーブルガイド x 2 固定ネジ x 6 



ケーブルトレイ xl 


上記の主要部品に加え、リピートタイが付属されています。 


1 


ケーブルガイドは2本ありますが、左右共通品です。 
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2. ラックに搭載した本体背面へ以下の手順で取り付けます。 

①上下のアウターレール間へケーブルガイドを左右ともに各ネジ1個で取り付け 

よ4 〇 



②上記で固定したケーブルガイドへ被せるようにケーブルトレイを左右ともに各 
ネジ2個で取り付けます。 



KM 


設置するラックにおいて、固定ネジの受け側にナット部品を要する場合は、 
ラック側でご指定のナット部品を6個ご準備ください。 
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3. 本体背面に接続する LAN ケーブルや DC 電源ケーブルは、付属のリピートタイを使 
し、、ケーブルトレイに設けられた任意の穴位置で固定します。 




上図のように LAN ケーブルのケーブリングを左右均等に分けることを推奨し 
ます。 


4. 同様に付属のリピートタイを使い、左右のケーブルガイドへ LAN ケーブルや DC 電 
源ケーブルを固定し、接続先までのラック内配線を補助します。 



ケープルガイドラツク左側固定 
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ケーブルガイドラック右側固定 
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N 8141-54 ケーブリングキット（フロント） 

本体の背面に接続された LAN ケーブルが、ラックの正面側にインタフェースを持つスイッチ 
ハブと接続される場合に、本体の正面に搭載されたモジュラーサーバの操作性や)令却（吸気) 
を妨げないように LAN ケーブルを配線するために、本ケープリングキットの活用をお勧めし 
ます。 


胃-〇ラック内のケーブル配線により、本体正面側の吸気口を塞がないでください。 

本体に搭載のモジュラーサーメ（の操作ができないばかりでなく、冷却が十分に 
行えないことにより、モジュラーサーメ（が正常に動作しないことがあります。 

1.N8141-54 ケーブリングキット（フロント）の構成品を確認する。 


固定ネジ x 4 



上記の主要部品に加え、リピートタイが付属されています。 
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2. ラックに搭載した本体正面の左右八ンドルへケーブルトレイを固定ネジでとめま 
す0 

本体の下側と上側の2通りのとめ方があります。 

ともに隣接して搭載されたスイッチ八ブの接続 LAN ケーブルが盛り上がり、また 
は垂れ下がりなどで、本体正面のモジュラーサーバエリアに干渉しないようにしま 
す0 




スイツチハプが本体の上側に搭載される場合 
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N 8141 -50 ブランクパネル 

エンクロージャには標準でブランクパネルが取り付けられていません。 

モジュラーサーバを搭載しないス□ットには必ずブランクパネルを搭載してください。ブラ 
ンクパネルは、別売のオプション N 8141 -50 ブランクパネルにてご購入できます。 

N 8141 -50 ブランクパネルは、本体スロットの1台幅のタイプが1枚の構成です。 


胃"〇 本体の空きス□ットへブランクパネルを取り付けない状態で運用しないでく 
nra ださい。 

本体に搭載しているモジュラーサーバの冷却が十分に行えず、モジュラーサー 
パが正常に動作しないことがあります。 


1. 本体の空きス□ットの位置を確認し、下図の例のようにモジュラーサーバの搭載さ 
れていないス□ットは、全てブランクパネルを取り付ける。 



VaI モジュラ_サ_バは特別な理由がある場合を除ぎ、ス □ ットの番号の小さい順 

irEB に左詰で搭載してください。 


2. ブランクパネルの取り付けは、ス□ットのガイドレールに沿って奥まで差し込むだ 
けで固定される。 

取り付け後は、軽くハンドルを引いてロックされていることを確認してください。 


^ ブランクパネルは、パネによるロック機能になっております。 
取り付けの際、カチッと音がすることを確認してください。 
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(取り外す際に押上） \ 

突起部（本体スロット側に設けられた溝に 
入ることによりロックされます） 


3. 取り外す場合は、前記述の手順で行う。 











